
 

 

 

二部のすいせん

遊歩道がそろそろ見頃です 

 南房総市観光協会岩井支

部（井野宏一支部長） 

会員数８６名：構成は旅

館・民宿・網元・海の家経

営者などで組織され、主催

の行事は、毎年5月の海岸

開きに始まり7月下旬から

8月中旬の観光地引網、ス

イカ割り大会、花火大会な

どがあります。また、体験

型観光を通年行なっていま

す。昨年度は近畿や北海

道などから中学の修学

旅行生約９千７百人を

受け入れて、海辺の自

然観察や釣り、農業や

漁業体験など、遊びの

要素を取り入れ自然を

学び、環境問題にも目

をむけた行事を行なっ

ています。 
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富
山
の
各
地
区
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ

め
と
し
て
、
目
的
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動

を
通
し
、
人
と
人
と
の
縁
が
で
き
、
又
、

絆
が
で
き
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
そ
し
て
安

心
し
て
住
め
る
富
山
の
地
域
と
し
て
、
行

政
と
市
民
の
協
働
の
基
で
、
ワ
ク
ワ
ク
と

楽
し
く
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
「
来
て
良

か
っ
た
又
来
た
い
」
と
言
え
る
よ
う
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
た
ら
良
い
な
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

十
年
後
二
十
年
後
の
先
ま
で
も
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
一
刻
も

早
く
見
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 
 

 平久里下在住 

 前田正昭さん 

 

神
社
に
詣
で
る
と
必
ず
目
に
つ
く
狛

犬
。
犬
と
い
っ
て
も
そ
の
源
流
は
、
古
代

エ
ジ
プ
ト
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
の
神
域
を

守
る
ラ
イ
オ
ン
と
さ
れ
て
ま
す
。
日
本
に

は
、
中
国
、
唐
時
代
の
獅
子
が
、
仏
教
と

と
も
に
朝
鮮
半
島
を
経
て
伝
わ
っ
た
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
山
に
は
、
山
田
の

山
神
社
に
天
保
十
（
１
８
３
９
）
年
、 

 

狛
犬
も
の
が
た
り 

 

正
月
に
は
、
大
勢
の
人
が
神
社
や
お
寺

に
初
詣
で
に
出
か
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
も
毎
年
元
旦
に
は
、
近
く
の
神
社

に
お
参
り
を
し
た
後
、
あ
ち
こ
ち
に
初
詣

で
の
梯
子
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

富
山
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
伒
は
、

昨
年
、
協
議
伒
準
備
委
員
伒
に
移
行
し
協

議
伒
設
立
に
向
け
て
い
よ
い
よ
大
詰
め
に

入
っ
て
い
ま
す
。
今
が
一
番
大
切
な
時
で

す
の
で
、
今
後
も
伒
員
の
皆
さ
ん
と
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
、
一
緒
に
歩
ん
で
い
き

ま
す
。 

 
 

三
橋
地
域
づ
く
り
支
援
員 

 

◆
伏
姫
と
八
房
の
た
わ
言
◆ 

 

ご
夫
婦
の
長
寿
の
秘
訣
は
、
賢
吾
さ
ん
は
酒
は

毎
日
飲
ま
な
い
こ
と
必
ず
休
肝
日
を
と
る
こ
と
。

ト
ヨ
さ
ん
は
食
事
は
好
き
嫌
い
が
な
い
こ
と
だ
そ

う
で
、
お
二
人
と
も
と
に
か
く
お
元
気
で
す
。 

 

賢
吾
さ
ん
は
、
富
山
町
議
伒
議
員
を
務
め
、
現

在
＊
伏
姫
炭
化
組
合
長
、
郷
土
を
知
る
伒
伒
長
、

荒
川
元
気
ク
ラ
ブ
伒
長
な
ど
様
々
な
肩
書
を
持
っ

て
お
り
、
と
き
に
は
奥
さ
ん
と
車
で
遠
出
を
す
る

な
ど
、
九
十
五
歳
と
思
え
な
い
ほ
ど
で
す
。
ト
ヨ

さ
ん
は
小
田
原
の
出
身
。
若
い
こ
ろ
二
宮
市
の
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
赤
星
宅
に
勤
め
て
い
た
時
に
、
同

じ
く
専
属
運
転
手
と
し
て
勤
め
て
い
た
賢
吾
さ
ん

と
昭
和
十
五
年
に
職
場
結
婚
。
昭
和
二
十
一
年
、

戦
地
か
ら
帰
っ
て
き
て
農
林
業
に
従
事
し
た
賢
吾

さ
ん
を
、
現
在
ま
で
支
え
て
き
ま
し
た
。 

 

ト
ヨ
さ
ん
は
、
「
出
か
け
る
時

な
ど
、
私
は
さ
っ
さ
と
支
度
す
る

方
で
す
が
、
あ
の
人
は
の
ん
び
り

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
、
夫
婦

仲
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
で
は
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

ートミー協働つうしんー 

ご
存
じ
で
す
か
、
こ
ん
な
活
動 

 

富
山
地
区
内
で
は
、
産
業
・
環
境
・
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
公
民
館
活
動
に
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
を
も
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、

南
房
総
市
観
光
協
伒
岩
井
支
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

－１－ －４－ 

平成２３年１月 

わがふるさと富山⑥ 

私
の
考
え
る
地
域
づ
く
り
⑥ 

地域の話題 

日
頃
利
用
し
て
い
る 

 

富
山
公
民
館
を
大
掃
除 

平
久
里
中
の
天
神
社
に
弘
化

二
（
１
８
４
５
）
年
、
久
枝
の
天

満
神
社
に
安
政
四
（
１
８
５
７
）

年
の
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
古
い

石
造
の
狛
犬
が
残
っ
て
い
ま
す
。

素
材
は
石
造
が
多
い
で
す
が
、
他

の
地
域
に
は
木
製
や
金
属
製
・
陶

製
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が

出
て
い
ま
す
。 

 

（
ふ
る
さ
と
富
山
参
照
） 

    ご夫婦で卯年 

 今年そろって９６歳になります 
  荒川在住の池田賢吾さんトヨさん夫妻 

 

日
頃
、
教
室
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で

利
用
し
て
い
る
公
民
館
を
、
自
分
た

ち
の
手
で
一
年
の
ほ
こ
り
を
落
と
そ

う
と
、
富
山
文
化
協
伒
（
高
橋
正
高

伒
長
）
や
サ
ー
ク
ル
の
団
体
五
十
七

名
が
、
ホ
ー
ル
や
各
部
屋
、
施
設
周

辺
の
木
の
伐
採
な
ど
暮
れ
の
大
掃
除

を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
掃
除
は
、
三
年
前
か
ら
続

け
ら
れ
て
い
て
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

は
日
頃
利
用
し
て
い
る
部
屋
を
中
心

に
、
掃
除
に
伐
採
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。  
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 二部のすいせん遊歩道

は、地元の方が管理されて

おり、毎年きれいな花を咲

かせます。今年も1月初旬

から下旬まで楽しむことが

できそうです。 

山田 山神社の狛犬 

平久里中 天神社の狛犬 

久枝 天満神社の狛犬 

 伐採した木は軽トラック数台

分にもなり、自前のトラックで

クリーンセンターへ運びまし

た。 

池田賢吾さんとトヨさんご夫婦そろってお元気です 富津市金谷、金
谷 神 社 の 陶 製
（備前焼）の狛
犬。安政4年の
文字が彫られて
いる。 

観
光
協
伒
主
催
の
岩
井
駅
ふ
せ
姫

公
園
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
一

月
い
っ
ぱ
い
午
後
五
時
か
ら
午
後

十
一
時
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
駅
構
内
か
ら
撮
影 

新
年
明
け
ま
し
て 

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 

今
年
は
卯
年
で
す
。
卯
年
は
寅
年

に
勢
い
よ
く
伸
び
始
め
た
芽
が
若
葉

に
な
り
、
成
長
し
て
い
く
よ
い
年
だ

そ
う
で
す
。 

 

富
山
地
区
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も

こ
の
一
年
が
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
房
総
市
富
山
支
所
内
富
山
協
働
推
進
室 

 
 

 

暮れも多くの人でにぎわった道の駅富楽里 



 

 

行政

サービスの提供方法を工夫
市民力を活かした地域運営へ
行財政運営の大幅な見直し

社会状況
の変化

行財政をめぐる
環境の変化

市民意識
の高まり

行政

市民
公益法人等

行政区

ボランティア

行政が公共サービスの
多くを担ってきました。

地域団体

ニーズが多様化する中で、
様々な個人・団体が行政と
一緒に取組むことが必要で
す。

今までは これからは協働

協働とは、行政と市民が一緒に取組む手法です

 －３－ 

ートミー協働つうしんー ートミー協働つうしんー 

南房総 みんみんネット  検索 

 
協
議
伒
設
立
に
向
け
て 

 
 

 
 

 
 

 

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
る 

 
 

 
～
富
山
地
域
づ
く
り
協
議
伒
準
備
委
員
伒
代
表
者
伒
～ 

 

「
富
山
地
域
づ
く
り

協
議
伒
準
備
委
員
伒
」

の
第
一
・
二
回
の
代
表

者
伒
が
、
昨
年
の
十
二

月
七
日
と
十
四
日
の
両

日
、
富
山
支
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

代

表

者

伒

で

は

「
（
仮
称
）
富
山
地
域

づ
く
り
協
議
伒
」
の
設

立
を
目
的
に
、
準
備
委

員
伒
の
伒
議
の
ル
ー

ル
・
決
め
方
、
協
議
伒

の

目

標

や
名

称
・
活

動
・
規

約

な
ど

の

協

議
・
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。 

 

地
域
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
ト
ミ
ー
協
働
つ
う
し
ん
創
刊
号
で
、
「
地
域

を
活
か
す
に
は
市
民
交
流
の
場
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
自

ら
が
積
極
的
に
取
り
組
む
意
識
を
も
っ
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
ふ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
今
、
「
市
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
協
働
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
も
う
一
度

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

（仮称）富山地域づくり協議会はゆたかで住みよい地域づくりを目指します 

 地域の課題を解決 
 地域住民と様々な団体が連携

し、個人や1団体で解決出来な

かった問題を、解決に導く役割

があります。 

地域の“きずな”を深

める   
 地域づくり協議会は、地

域のあらゆるモノ（人・団

体・情報・地域資源など）

を“つなぎ・結びつけ”地

域づくりを進めていくとこ

ろです。 

 地域の拠り所に   
 話し合いの場、みんなが集まる

場、相談する場、地域情報が集ま

る場として、地域住民の拠り所に

なります。 

地域資源の発見 

地域資源の発掘 解決策の検討 

資源活用の検討 

自主的な活動 

地域おこしへ 

まずは、できる“こと”できる“ところ”から始めます! 

 なぜ今、「市民による地域づくり」が 

        必要なのでしょうか? 

 上の図は、行政とともに地域で既に活動している

団体と連携し、地域住民と一緒に活動し始めた地域

づくり協議会の姿を表しています。この活動が2・3

年後から将来に向かって広がっていくには、地域の

皆さんの協力が必要です。 

（
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
た
第
２
回
目
の
準
備
委
員
伒
代
表
者
伒
） 

富山にふさ

わしい協議

会名称や目

標になると

いいね! 

 
 

そうだワン!! 
  

 地域の連帯感が薄れかけている 

 少子高齢化が進展している 

 多様な市民ニーズに行政が対応できなくなる 

 地域の担い手がいない 

 富山の資源がまだまだ活かしきれていない 

そこで、これからは!! 

今現在は! 

 富山の誇れるものを   

   富山を元気に  

  富山のよさを見つけて活かしましょう 

  子供たちや高齢者の 

  安心・安全 

  このままだとさびれてしまう 

   その前に、考えてみましょう 

   みんなが笑顔ですごせる 

     地域づくりをしましょう 

   一人では無理でも、 

    みんなで考え, みんなで解決しましょう 
   地域の課題を 

   解決へ 

地域と一緒に活動を広げましょう！

協議会会員 地域住民も参加地域住民も参加

地域で既に活動している団体（ＰＴＡ・社協・民生委員・ボランティアなど）

行政区、地域住
民既存の各種団
体と力をあわせ

て活動

地道な活動の
積み重ねによって
地域の理解を得る

はじめは
無理は禁物

初年度の活動

２年目の活動

３年目の活動

行政(職員参画・施設等の提供・情報提供、活動資金の提供）

先ずは地域に
声をかけよう

だ
ん
だ
ん
活
動
が
広
が
る

－２－ 

～地域づくり協議会設立に向けて～

富山協働推進室

住んでよかった
住み続けたい
富山地区を目指して

１

富山を元気にしよう 


